
宿泊型新保健指導
（スマート・ライフ・ステイ）
試行事業全体結果について
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効果的な保健指導プログラムの開発に関する研究班
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糖尿病が疑われる者等を対象として、ホテル、旅館などの宿泊施設や地元観光資源等を
活用して、医師・保健師・管理栄養士・健康運動指導士等の多職種が連携して提供する
新たな保健指導プログラム



○

○体験学習の中でより重点的
な保健指導を経験できる
○参加者の疑問・実態を知る
○多職種連携により、指導の
幅が広がる
○研究班との共同作業により
効果的な保健指導方法を
学習する機会が増える
○健康な環境づくりに貢献できる

スマート・ライフ・ステイは多職種・多業種連携

宿泊施設

効果的、実践的な保健指導の実施⇒健康寿命の延伸
地域の活性化、ヘルスケア産業の健全な育成

新しいプログラムの共同開発
今まで効果が上がりにくかった対象者への保健指導

専門職による保健指導

○新たな宿泊スタイルの
開発
○健康的な食事を管理栄養
士等と考案、新たなウリに
○身近な自然や施設の利活
用等
○医療保険者や保健指導実
施者等とのネットワーク
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全国23試行事業の実施状況

データ登録状況
2016年1月末現在

参加群 812例
対照群 3,610例
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【継続支援ポイント数】 220.9±72.4 （45～480）ポイント
（23機関中）

【試行事業実施機関数】 23機関

【プログラム数】 38プログラム
（日程、職種、アクティビティの種類により分類）

(%)

n=812

分析対象機関と宿泊プログラムの種類

【日程別プログラム数と参加者数】

1泊2日型：25プログラム（512人）
2泊3日型：11プログラム（281人）
3泊4日型： 1プログラム（12人）
6泊7日型： 1プログラム（7人）

2016年1月30日現在



参加者数（人） 平均年齢（歳）

男性 569 52.2±10.5
女性 243 57.9±9.2
計 812 53.9±10.5

男性
有所見率（%）＊

女性
有所見率（%）*

ＢＭＩ（㎏/㎡） 57.8
77.2

35.4
43.7

腹囲（㎝） 72.1 30.0
収縮期血圧（㎜Ｈｇ） 39.0

47.7
32.0

35.9
拡張期血圧（㎜Ｈｇ） 35.1 14.3
中性脂肪（mg/ｄｌ） 37.3

77.4
20.0

72.9ＨＤＬ-Ｃ（mg/ｄｌ） 9.8 2.1
ＬＤＬ-Ｃ（mg/ｄｌ） 61.9 68.8
ＦＰＧ（mg/ｄｌ） 66.6

91.9
51.8

92.9
ＨｂＡ１ｃ（%）（ＮＧＳＰ） 83.7 87.7

BMI,腹囲ともに保健指導判定値以下； 男 22.8%
女 56.3%

*有所見率:保健指導判定値以上

プログラム参加前の身体所見（Ｈ26健診データ）

肥満

血圧

脂質

血糖

2015年12月27日現在
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健診結果の見方

食事講義

食事実習

運動講義

運動実技

1.非常に役に立った 2.役に立った 3.あまり役に立たなかった 4.全く役に立たなかった

宿泊プログラムの満足度（宿泊終了時のアンケート）

保健指導内容への満足度

2015年12月27日現在
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禁煙・分煙環境

アクティビティ

スタッフ対応

全体満足度

大変満足 満足 やや不満 不満

宿泊施設やスタッフ連携等の運営に対する満足度

(n ＝811)

2016年1月30日現在
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宿泊プログラムの満足度（宿泊終了時のアンケート）
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1.関心は無い 2．興味はあるが難しい

3．今すぐ実行したい 4．改善を実行して6か月未満である

5．改善を実行して6ヶ月以上である
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参加後

参加前

1.関心は無い 2．興味はあるが難しい

3．今すぐ実行したい 4．改善を実行して6か月未満である

5．改善を実行して6ヶ月以上である n=795 n=791

食・運動習慣改善意欲と自信度の変化（宿泊前後の比較）
食習慣改善意欲 運動習慣改善意欲

やってみよう！やってみよう！

58.7
75.5

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

参加前 参加後

56.6
69.5

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

参加前 参加後

n=779

(%)

* *
定期的な運動を行っていく自信健康な食事をとっていく自信

n=796 

できそう！ できそう！

paired t-test*p<0.05 2015年12月27日現在

(%)

*** ***

McNemar検定 ***p<0.001



【進捗状況】

◆全機関が宿泊プログラム実施

◆21機関（91.3％）が3か月経過、15機関（65.2％）が6か月経過
し、順調に進んでいる。

◆今後、3か月後・6か月後データ及び27年度・28年度健診結果
を回収予定。

【宿泊プログラム終了時の評価】

◆宿泊プログラム終了時の満足度は概ね良好であった。
そのうち約60％が「大変満足」と回答した。
◆特に実施人数・回数が多い機関は満足度が高い
傾向がみられた。

◆食事、運動ともに「今すぐ実行したい」の割合が
増加した。

まとめ
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チーム形成

食事の調整

宿泊環境の整備

アクティビティの調整

安全管理について

対象者の選定・募集

マニュアル整備

予定どおり 途中変更 課題あり

最終報告会 事前調査の結果

■体制づくりについて



最終報告会 事前調査の結果
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研究班資料の提供
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■研究班からの支援について

役に立った 改善点あり 分かりにくい
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■他の保健事業への波及効果

良い影響 変わらない
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■次年度事業化の予定

実施予定 補助金あれば 実施しない



■データ取得・評価分析

・プログラム終了3ヶ月後、6ヶ月後のデータを分析評価
・1年後の健診データを分析評価
■試行事業者へのヒアリング

・実施上の課題、困難、工夫点を把握

・組織特性に応じて必要な体制を整理する

■ＳＬＳプログラムの改訂・マニュアル作成

・試行から得た課題を整理し、全国で汎用性の高い、
ＳＬＳプログラムへと改訂する

・運営マニュアル、保健指導者マニュアル等を作成する

今後に向けて


